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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 書 類 名 】 　 明 細 書
【 発 明 の 名 称 】 　 炊 飯 器
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 【 請 求 項 １ 】 　 本 体 に 内 装 し た 鍋 と 、 鍋 開 口 部 を 覆 う 開 閉 自 在 な 蓋 と 、 鍋 底 部 を 加 熱 す
る 鍋 加 熱 手 段 と 、 鍋 加 熱 手 段 に よ り 加 熱 さ れ る 鍋 の 温 度 を 検 知 す る 鍋 温 度 検 知 手 段 と 、 鍋
内 に 蒸 気 を 適 時 投 入 す る 蒸 気 発 生 手 段 と 、 保 温 中 に 、 少 な く と も 鍋 温 度 検 知 手 段 の 出 力 に
基 づ き 鍋 加 熱 手 段 お よ び 蒸 気 発 生 手 段 を 制 御 す る 制 御 手 段 と を 有

炊 飯 器 。
　 【 請 求 項 ２ 】 　 蒸 気 発 生 手 段 は 、 水 タ ン ク と 水 タ ン ク 加 熱 手 段 と 水 タ ン ク の 水 量 検 知 手
段 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 炊 飯 器 。
　 【 請 求 項 ３ 】 　 制 御 手 段 は 、 保 温 中 に お い て 一 定 の 時 間 間 隔 で 鍋 内 に 蒸 気 を 放 出 す る よ
う 蒸 気 発 生 手 段 を 制 御 す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 炊 飯 器 。
　 【 請 求 項 ４ 】 　 制 御 手 段 は 、 保 温 中 の 任 意 時 期 に 使 用 者 の 指 示 に よ り 鍋 内 に 蒸 気 を 放 出
す る よ う 蒸 気 発 生 手 段 を 制 御 す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 炊 飯 器 。
　 【 請 求 項 ５ 】 　 保 温 中 の 鍋 内 に 残 る 米 飯 量 を 検 知 す る 残 米 飯 検 知 手 段 を 有 し 、 制 御 手 段
は 、 前 記 残 米 飯 量 検 知 手 段 の 出 力 に 応 じ て 、 蒸 気 発 生 手 段 に よ る 鍋 内 へ の 蒸 気 放 出 時 間 を
制 御 す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 炊 飯 器 。
　 【 請 求 項 ６ 】 　 制 御 手 段 は 、 蒸 気 発 生 手 段 に よ る 鍋 内 へ の 蒸 気 連 続 投 入 を 可 能 と す る 請
求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 炊 飯 器 。
　 【 請 求 項 ７ 】 　 制 御 手 段 は 、 蒸 気 発 生 手 段 に よ る 蒸 気 温 度 を 制 御 す る 請 求 項 １ ～ ６ の い
ず れ か １ 項 に 記 載 の 炊 飯 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 【 発 明 の 属 す る 利 用 分 野 】
　 本 発 明 は 米 飯 の 保 温 を 効 果 的 に 行 う 炊 飯 器 に 関 す る も の で あ る 。
　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 【 従 来 の 技 術 】
　 従 来 の 一 般 的 な 炊 飯 器 の 構 成 を 図 ２ に 示 す 。 図 に 示 す よ う に 、 本 体 １ ５ 内 に 鍋 １ ６ を 着

し 、 前 記 蒸 気 発 生 手 段 は
１ ０ ０ 度 を 超 え る 蒸 気 を 生 成 さ せ る 蒸 気 加 熱 手 段 を 備 え た



脱 自 在 に 内 装 し 、 鍋 上 面 を 覆 う 開 閉 自 在 の 蓋 １ ７ を 設 け て い る 。 ま た 鍋 １ ６ 内 の 米 と 水 を
加 熱 す る た め 鍋 加 熱 手 段 １ ８ を 鍋 １ ６ の 底 部 に 配 置 し 、 さ ら に 蓋 １ ７ 内 に 蓋 加 熱 手 段 １ ９
を 配 置 し て い る 。 ま た 、 米 飯 の 加 熱 状 態 を 制 御 す る た め 、 鍋 １ ６ 底 部 に 鍋 １ ６ 温 度 を 検 知
す る 鍋 温 度 検 知 手 段 ２ ０ と 、 鍋 １ ６ 上 面 の 温 度 を 検 知 す る 蓋 温 度 検 知 手 段 ２ １ を 配 置 し て
い る 。 制 御 手 段 ２ ２ は こ の 鍋 温 度 検 知 手 段 ２ ０ 、 蓋 温 度 検 知 手 段 ２ １ の 検 知 温 度 に 基 づ い
て 鍋 加 熱 手 段 １ ８ 、 蓋 加 熱 手 段 １ ９ を 適 時 動 作 さ せ る も の で あ る 。
　 【 ０ ０ ０ ３ 】
　 以 上 の 構 成 に お い て 、 炊 飯 動 作 を 説 明 す る 。 鍋 １ ６ に 炊 飯 を 行 う 量 の 米 と 米 量 に 適 し た
水 を 入 れ 、 炊 飯 を 行 っ た 後 、 保 温 行 程 に 移 行 す る 。 米 飯 は 保 温 行 程 に お け る 保 持 温 度 が 高
い ほ ど 、 乾 燥 な ど の 劣 化 が 急 速 に す す み 、 パ サ パ サ し た 米 飯 と な り 食 味 が 劣 る 。 し た が っ
て 、 保 温 行 程 に お い て は 、 鍋 １ ６ 内 の 米 飯 の 温 度 を 均 一 に 保 持 し な が ら 徐 々 に 温 度 を 低 下
さ せ る 。 保 温 温 度 を 米 飯 の 老 化 現 象 が 発 生 し な い 温 度 ま で 低 下 さ せ て 保 温 し 、 定 期 的 に 米
飯 を 加 熱 し 菌 の 増 殖 を 抑 制 さ せ る 方 法 が と ら れ て い る 。
　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 し か し 、 前 記 従 来 の 炊 飯 器 に お け る 米 飯 の 保 温 方 法 に お い て は 、 菌 の 増 殖 を 抑 制 さ せ る
た め に 、 鍋 加 熱 手 段 １ ８ 、 蓋 加 熱 手 段 １ ９ な ど の 加 熱 手 段 に よ り 鍋 １ ６ 内 の 米 飯 を 定 期 的
に 加 熱 す る も の で あ る 。 し た が っ て 、 そ の 加 熱 の 間 に 米 飯 の 保 持 す る 水 分 が 放 出 さ れ 乾 燥
が 徐 々 に 進 行 し 、 保 温 米 飯 の 食 味 が 劣 化 し て し ま う 。
　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 保 温 中 の 加 熱 に お け る 加 熱 ム ラ が 生 じ 、 特 に 底 面 近 傍 の 米 飯 が 高 温 に な り す ぎ 劣
化 が 進 行 し や す い 。 さ ら に 、 少 量 の 米 飯 に 対 し て は よ り 大 き く 乾 燥 の 影 響 が 生 じ て し ま う
な ど 、 保 温 を 行 う 量 に よ っ て 保 温 状 態 が 異 な る な ど の 課 題 を 有 す る も の で あ る 。
　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 米 飯 の 保 温 を 効 果 的 に 行 い 、 よ り 長 時 間
、 炊 き た て の 米 飯 の 状 態 を 維 持 さ せ る こ と が で き る 炊 飯 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も
の で あ る 。
　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 炊 飯 器 は 、 鍋 加 熱 手 段 に よ る 加 熱 に 加 え て 、 鍋 内
に 蒸 気 を 放 出 す る よ う に し 、 蒸 気 に よ り 米 飯 の 乾 燥 を 防 止 し な が ら 加 熱 保 温 す る も の で あ
る 。
　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 米 飯 の 保 温 に お い て 、 よ り 長 時 間 、 炊 き た て の 米 飯 の 状 態 を 維 持 さ せ る こ
と が で き る も の で あ る 。
　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 本 体 に 内 装 し た 鍋 と 、 鍋 開 口 部 を 覆 う 開 閉 自 在 な 蓋 と 、 鍋 底
部 を 加 熱 す る 鍋 加 熱 手 段 と 、 鍋 加 熱 手 段 に よ り 加 熱 さ れ る 鍋 の 温 度 を 検 知 す る 鍋 温 度 検 知
手 段 と 、 鍋 内 に 蒸 気 を 適 時 投 入 す る 蒸 気 発 生 手 段 と 、 保 温 中 に 、 少 な く と も 鍋 温 度 検 知 手
段 の 出 力 に 基 づ き 鍋 加 熱 手 段 お よ び 蒸 気 発 生 手 段 を 制 御 す る 制 御 手 段 と を 有

炊 飯 器 と す る こ と に
よ り 、 鍋 加 熱 手 段 に 加 え て 蒸 気 発 生 手 段 に よ る 蒸 気 加 熱 を 行 う こ と で 、 米 飯 の 乾 燥 を 防 止
し な が ら 保 温 温 度 に 保 持 す る こ と が で き 、 よ り 長 時 間 、 炊 き た て の 米 飯 の 状 態 を 維 持 さ せ
る こ と が で き る 。 こ の た め 、 保 温 に よ る 食 味 劣 化 を 防 止 す る こ と が で き る も の で あ る 。
　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 蒸 気 発 生 手 段 は 、 水 タ ン ク と 水 タ ン ク 加 熱 手 段 と 水 タ ン ク の
水 量 検 知 手 段 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 炊 飯 器 と す る こ と に よ り 、 蒸 気 発 生 手 段 と し て 、
水 タ ン ク へ の 水 の 投 入 忘 れ や 水 が な く な っ た 場 合 の 安 全 性 を 確 保 す る こ と が で き る も の で
あ る 。
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し 、 前 記 蒸 気
発 生 手 段 は １ ０ ０ 度 を 超 え る 蒸 気 を 生 成 さ せ る 蒸 気 加 熱 手 段 を 備 え た



　 【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 制 御 手 段 は 、 保 温 中 に お い て 一 定 の 時 間 間 隔 で 鍋 内 に 蒸 気 を
放 出 す る よ う 蒸 気 発 生 手 段 を 制 御 す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 炊 飯 器 と す る こ と に よ り
、 比 較 的 低 温 で 保 温 さ れ る 米 飯 に 対 し て 、 菌 の 増 殖 を 防 止 す る 間 欠 的 な 加 熱 に お け る 加 熱
時 に 、 米 飯 の 乾 燥 を 防 止 し な が ら 一 定 の 時 間 間 隔 で 蒸 気 に よ り 効 率 よ く 加 熱 し 、 保 温 に よ
る 食 味 劣 化 を 防 止 す る こ と が で き る も の で あ る 。
　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 制 御 手 段 は 、 保 温 中 の 任 意 時 期 に 使 用 者 の 指 示 に よ り 鍋 内 に
蒸 気 を 放 出 す る よ う 蒸 気 発 生 手 段 を 制 御 す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 炊 飯 器 と す る こ と
に よ り 、 保 温 中 の 加 熱 を 行 う 時 、 米 飯 の 乾 燥 を 防 止 し な が ら 任 意 時 期 に 蒸 気 に よ り 効 率 よ
く 加 熱 す る こ と で 、 保 温 に よ る 食 味 劣 化 を 防 止 す る こ と が で き る も の で あ る 。
　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 保 温 中 の 鍋 内 に 残 る 米 飯 量 を 検 知 す る 残 米 飯 検 知 手 段 を 有 し
、 制 御 手 段 は 、 前 記 残 米 飯 量 検 知 手 段 の 出 力 に 応 じ て 、 蒸 気 発 生 手 段 に よ る 鍋 内 へ の 蒸 気
放 出 時 間 を 制 御 す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 炊 飯 器 と す る こ と に よ り 、 保 温
中 に お い て 鍋 内 に 残 る 米 飯 量 に 適 し た 蒸 気 加 熱 を 行 う こ と が で き る も の で あ る 。
　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 制 御 手 段 は 、 蒸 気 発 生 手 段 に よ る 鍋 内 へ の 蒸 気 連 続 投 入 を 可
能 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 炊 飯 器 と す る こ と に よ り 、 蒸 気 加 熱 に よ る
米 飯 以 外 の 調 理 や 、 そ の 調 理 に よ り 鍋 内 に 残 る 調 理 物 の 臭 い を 効 果 的 に 除 去 す る こ と が で
き る も の で あ る 。
　 【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 制 御 手 段 は 、 蒸 気 発 生 手 段 に よ る 蒸 気 温 度 を 制 御 す る 請 求 項
１ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 炊 飯 器 と す る こ と に よ り 、 炊 飯 し た 米 飯 量 や 、 保 温 中 に 鍋
内 に 残 る 米 飯 量 に 応 じ て 鍋 内 に 放 出 す る 蒸 気 温 度 を 適 正 に 制 御 す る こ と で 、 鍋 内 の 米 飯 の
温 度 を 最 適 に 保 持 す る こ と が で き る も の で あ る 。
　 【 ０ ０ １ ６ 】
　 【 実 施 例 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 に お け る 炊 飯 器 を 示 す も の で あ り 、 図 に お い て 、 １ は 炊 飯 器 の 本
体 を 示 し 、 着 脱 自 在 に 鍋 ２ を 内 装 し て い る 。 ３ は 鍋 ２ の 上 面 を 覆 う 蓋 で 、 開 閉 自 在 に 設 置
さ れ て い る 。 ４ は 鍋 ２ 底 部 を 加 熱 す る 鍋 加 熱 手 段 で 、 鍋 ２ 底 部 が 着 脱 自 在 に 載 置 さ れ て い
る 。 ５ は 鍋 加 熱 手 段 ４ に よ り 加 熱 さ れ る 鍋 ２ の 温 度 を 検 知 す る 鍋 温 度 検 知 手 段 で 、 鍋 ２ の
底 部 中 央 に 接 し て い る 。 ６ は 蓋 ３ 内 部 に 設 け た 水 タ ン ク ６ で 、 そ の 底 部 に は 水 タ ン ク 加 熱
手 段 ７ を 有 し 、 ま た 、 加 熱 手 段 ７ に よ る 水 タ ン ク ６ で 発 生 す る 蒸 気 を さ ら に 加 熱 す る 蒸 気
加 熱 手 段 ８ を 有 し 、 さ ら に 、 水 タ ン ク ６ 内 の 水 量 を 検 知 す る 水 量 検 知 手 段 ９ を 配 置 し て い
る 。 こ の 水 タ ン ク ６ と 水 タ ン ク 加 熱 手 段 ７ と 蒸 気 加 熱 手 段 ８ と 水 量 検 知 手 段 ９ に よ り 蒸 気
発 生 手 段 １ ０ を 構 成 し て い る 。 こ の 蒸 気 発 生 手 段 １ ０ は 、 実 施 例 の よ う に 蓋 ３ 内 部 に 設 け
る こ と に よ り 全 体 を コ ン パ ク ト な 構 成 と し た が 、 こ れ に 限 ら ず 本 体 １ 内 、 あ る い は 本 体 １
外 に 設 け る よ う に し て も よ い 。 １ １ は 蒸 気 発 生 手 段 １ ０ と 鍋 ２ の 上 面 の 一 部 を 接 続 し た 蒸
気 管 １ １ で 、 鍋 ２ 上 面 の 開 口 部 よ り 蒸 気 を 放 出 す る も の で あ る 。 １ ２ は 蒸 気 管 １ １ の 開 口
部 に 設 け た 逆 流 防 止 手 段 で 、 蒸 気 管 １ １ 内 に 炊 飯 時 に 鍋 ２ か ら 発 生 す る 蒸 気 が 侵 入 す る こ
と を 防 止 す る 。 １ ３ は 鍋 ２ 内 の 保 温 さ れ る 米 飯 の 量 を 検 知 す る 残 米 飯 検 知 手 段 で あ る 。 こ
の 残 米 飯 検 知 手 段 １ ３ は 、 鍋 ２ 内 の 米 飯 量 に 応 じ て 鍋 温 度 検 知 手 段 ５ の 検 知 す る 温 度 変 化
の 時 間 の 長 短 を 捕 ら え て 、 鍋 ２ 内 の 米 飯 量 を 推 測 す る 方 式 、 ま た は 、 鍋 ２ や 本 体 １ の 重 量
を 計 測 す る 方 式 な ど 、 様 々 な 方 式 で あ っ て よ い 。
　 【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 １ ４ は 本 体 １ 内 部 に 設 け た 制 御 手 段 で 、 鍋 温 度 検 知 手 段 ５ 、 残 米 飯 検 知 手 段 １
３ の 出 力 を も と に 、 鍋 加 熱 手 段 ４ 、 水 タ ン ク 加 熱 手 段 ７ 、 さ ら に 蒸 気 加 熱 手 段 ８ を 制 御 す
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る も の で あ る 。 な お 、 実 施 例 で は 、 鍋 温 度 検 知 手 段 ５ 、 残 米 飯 検 知 手 段 １ ３ の 両 出 力 に 基
づ き 各 手 段 を 制 御 し た が 、 制 御 対 象 に よ っ て は い ず れ か 一 方 の 出 力 に よ っ て 制 御 す る よ う
に し て も よ い 。
　 【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 の 構 成 に お い て 炊 飯 動 作 を 説 明 す る 。 炊 飯 を 行 う 米 と そ の 米 量 に 対 応 す る 水 を 鍋 ２
入 れ 、 本 体 １ の 所 定 の 状 態 に 内 装 す る 。 さ ら に 本 体 １ に 設 け ら れ た 水 タ ン ク ６ 内 に 所 定 量
の 水 を 入 れ 、 炊 飯 開 始 ス イ ッ チ （ 図 示 せ ず ） を 使 用 者 が 操 作 す る と 、 炊 飯 工 程 が 実 施 さ れ
る 。
　 【 ０ ０ ２ ０ 】
　 水 タ ン ク ６ に は 水 量 検 知 手 段 ９ が 設 け ら れ 、 所 定 量 の 水 が 無 け れ ば 使 用 者 に 水 が 足 り な
い こ と を 報 知 す る 。 予 約 炊 飯 に お い て も 使 用 者 が 予 約 ス イ ッ チ （ 図 示 せ ず ） を 操 作 す る 時
点 で 水 量 検 知 手 段 ９ の 出 力 を 確 認 し て 、 水 が 足 り な け れ ば そ の 状 態 を 報 知 す る も の で あ る
。
　 【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ し て 、 炊 飯 を 終 了 す る と 、 炊 飯 の 終 了 を 使 用 者 に 報 知 し 米 飯 の 保 温 行 程 に 移 行 す る 。
米 飯 を 保 温 す る 温 度 が 高 い ほ ど 、 保 温 臭 や 米 飯 が 黄 色 に 変 色 す る 黄 変 等 の 保 温 に お い て 嫌
わ れ る 現 象 が 顕 著 に 現 れ る 。 し た が っ て 、 保 温 行 程 に お い て は 、 保 温 に 適 し た 約 ６ ０ ～ ７
５ 度 の 温 度 範 囲 で 米 飯 温 度 を 保 持 す る 。 こ の 温 度 範 囲 に お い て 米 飯 の 温 度 は 低 い ほ ど 、 前
記 の 保 温 臭 や 黄 変 と い っ た 現 象 を 緩 和 す る こ と が 可 能 と な る 。 し か し 、 菌 が 鍋 ２ 内 に 混 入
し た 場 合 に 菌 が 増 殖 す る 危 険 性 が あ る た め に 、 定 期 的 に 米 飯 の 温 度 を 上 昇 さ せ 菌 の 増 殖 を
抑 制 さ せ な け れ ば な ら な い 。
　 【 ０ ０ ２ ２ 】
　 し た が っ て 、 定 期 的 に 保 温 中 の 米 飯 を 加 熱 さ せ る た め に 、 制 御 手 段 １ ４ は 鍋 加 熱 手 段 ４
を 動 作 さ せ 鍋 ２ 底 か ら 加 熱 を 行 い 、 さ ら に 蒸 気 発 生 手 段 １ ０ を 動 作 さ せ て 、 蒸 気 を 生 成 し
、 蒸 気 管 １ １ の 先 端 に 設 置 さ れ る 逆 流 防 止 手 段 １ ２ を 開 放 す る こ と で 、 生 成 さ れ た 蒸 気 は
蒸 気 管 １ １ を 介 し て 鍋 ２ の 上 方 か ら 放 出 さ れ 、 そ の 蒸 気 に よ り 米 飯 は 直 接 加 熱 さ れ る も の
で あ る 。 蒸 気 に よ り 米 飯 を 加 熱 す る こ と に よ り 、 米 飯 内 に 保 有 す る 水 分 が 米 飯 粒 の 表 面 か
ら 放 出 さ れ る こ と を 防 止 し な が ら 加 熱 す る も の で あ る 。
　 【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 残 米 飯 検 知 手 段 １ ３ に よ り 、 鍋 ２ 内 に 保 温 さ れ て い る 米 飯 量 を 検 知 す る た め 、 保
温 中 に 米 飯 が 食 べ ら れ て 徐 々 に 減 少 す る 量 を 加 熱 動 作 開 始 時 ま た は 加 熱 動 作 の 最 中 に 認 識
し 、 そ の 保 温 さ れ る 米 飯 量 に 応 じ た 加 熱 時 間 と 投 入 さ れ る 蒸 気 温 度 の 加 熱 条 件 に よ り 制 御
さ れ た 加 熱 が 行 わ れ る も の で あ る 。
　 【 ０ ０ ２ ４ 】
　 蒸 気 発 生 手 段 １ ０ は 、 水 タ ン ク ６ に あ ら か じ め 入 れ ら れ た 水 を 、 水 タ ン ク 加 熱 手 段 ７ に
よ り 加 熱 し 蒸 気 を 生 成 す る 。 さ ら に 高 温 の 蒸 気 を 必 要 と す る 場 合 に 蒸 気 加 熱 手 段 ８ を 動 作
さ せ て 、 １ ０ ０ 度 を 超 え る 蒸 気 を 生 成 さ せ る も の で あ る 。
　 【 ０ ０ ２ ５ 】
　 保 温 中 の 蒸 気 加 熱 は 、 予 め 定 め ら れ た 時 機 に 行 わ れ る が 、 別 に 定 め た 時 機 に 保 湿 を 目 的
と し て 蒸 気 を 鍋 ２ に 投 入 す る こ と も 可 能 で あ る 。
　 【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ の 他 、 保 温 中 に 加 熱 を 行 う 目 的 と し て 、 保 温 時 の 米 飯 の 温 度 は 炊 飯 直 後 の 温 度 に 比 べ
低 い の で 、 使 用 者 の 好 み に よ り 炊 き た て の 温 度 ま で 加 熱 を 行 う こ と を 可 能 と す る 。 こ の 場
合 に は 、 使 用 者 が 必 要 と す る 時 機 に ボ タ ン 操 作 を 行 う こ と で 実 施 さ れ る 。 こ の 場 合 に お い
て も 、 残 米 飯 検 知 手 段 １ ３ に よ り 加 熱 時 の 保 温 米 飯 量 に 応 じ た 加 熱 時 間 と 投 入 さ れ る 蒸 気
温 度 の 加 熱 条 件 に よ り 制 御 さ れ た 加 熱 が 行 わ れ る も の で あ る 。
　 【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 炊 飯 以 外 の 蒸 気 調 理 も 可 能 と す る た め に 、 調 理 に 応 じ た 加 熱 時 間 と 投 入 さ れ る 蒸
気 温 度 の 加 熱 条 件 を 得 る こ と が で き る も の で あ る 。 ま た 、 調 理 や 白 米 以 外 の 炊 飯 を 行 っ た
場 合 の 臭 い が 鍋 ２ 内 に 残 る こ と を 防 止 す る た め に 、 鍋 ２ 内 に 蒸 気 を 連 続 投 入 し て 手 軽 に 臭
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い を 除 去 す る こ と が で き る も の で あ る 。 な お 、 水 タ ン ク ６ の 水 量 検 知 手 段 ９ は 、 炊 飯 以 外
の 調 理 を 行 う 場 合 に も 必 要 な 水 量 が な け れ ば 使 用 者 に 水 が 足 り な い こ と を 報 知 す る も の で
あ る 。
　 【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 想 定 以 上 に 保 温 を 継 続 さ れ る 等 、 使 用 中 に 水 タ ン ク ６ 内 の 水 が 無 く な っ て し ま っ
た 場 合 に は 、 水 量 検 知 手 段 ９ 、 ま た 新 た に 水 タ ン ク 温 度 検 知 手 段 （ 図 示 せ ず ） を 設 け る こ
と に よ り 、 水 タ ン ク ６ 内 に 水 ば 無 く な っ た こ と を 検 出 し て 、 水 タ ン ク 加 熱 手 段 ７ の 動 作 を
停 止 さ せ る 安 全 対 策 を と る も の で あ る 。
　 【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 炊 飯 中 の 鍋 ２ の 熱 、 ま た は 炊 飯 中 に 鍋 ２ か ら 放 出 さ れ る 蒸 気 の 熱 を 活 用 し て 水 タ
ン ク ６ 内 の 水 の 温 度 を 上 昇 さ せ る 構 成 を と る こ と で 、 水 タ ン ク 加 熱 手 段 ７ に よ る 投 入 熱 量
を 低 減 さ せ る 。 さ ら に は 、 炊 飯 時 に 鍋 ２ か ら 放 出 さ れ る 蒸 気 量 を 削 減 さ せ る 構 成 を と る こ
と も で き る 。
　 【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 上 の 炊 飯 器 は 、 鍋 加 熱 手 段 ４ と し て 、 加 熱 ヒ ー タ 、 鍋 の 電 磁 誘 導 、 ガ ス な ど の 方 式 に
お い て も 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
　 【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 炊 飯 中 に 発 生 す る 蒸 気 を 水 タ ン ク ６ に 回 収 し て 、 保 温 中 に 蒸 気 と し て 活 用 す る 構
成 を と る こ と で 、 使 用 者 が 炊 飯 時 に 水 タ ン ク ６ へ 水 を 投 入 す る 手 間 を 省 略 さ せ る こ と が で
き 、 よ り 利 便 性 の よ い 炊 飯 器 と す る こ と が で き る 。
　 【 ０ ０ ３ ２ 】
　 さ ら に 、 炊 飯 器 へ の 水 自 動 投 入 機 構 を 持 つ 炊 飯 器 に お い て は 、 炊 飯 時 、 調 理 時 に お い て
も 水 の 供 給 に つ い て 使 用 者 は 意 識 す る 必 要 が な く 水 タ ン ク ６ に 供 給 で き 、 よ り 手 軽 に 蒸 気
を 活 用 す る こ と が 可 能 と な る 。
　 【 ０ ０ ３ ３ 】
　 【 発 明 の 効 果 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 炊 飯 器 に よ れ ば 、 炊 飯 器 の 保 温 時 に お け る 加 熱 に お い て 、 鍋 加
熱 手 段 に よ る 加 熱 と 蒸 気 加 熱 手 段 に よ る 蒸 気 加 熱 に よ り 、 米 飯 の 乾 燥 を 防 止 し な が ら 加 熱
保 温 し 、 保 温 に よ る 米 飯 の 劣 化 を 防 ぎ 、 よ り 長 時 間 、 炊 き た て の 米 飯 の 状 態 を 維 持 さ せ る
こ と が で き る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 【 図 １ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に お け る 炊 飯 器 の 断 面 図
　 【 図 ２ 】
　 従 来 の 炊 飯 器 を 示 す 断 面 図
　 【 符 号 の 説 明 】
　 １ 　 本 体
　 ２ 　 鍋
　 ３ 　 蓋
　 ４ 　 鍋 加 熱 手 段
　 ５ 　 鍋 温 度 検 知 手 段
　 ６ 　 水 タ ン ク
　 ７ 　 水 タ ン ク 加 熱 手 段
　 ８ 　 蒸 気 加 熱 手 段
　 ９ 　 水 量 検 知 手 段
　 １ ０ 　 蒸 気 発 生 手 段
　 １ １ 　 蒸 気 管
　 １ ２ 　 逆 流 防 止 手 段
　 １ ３ 　 残 米 飯 検 知 手 段
　 １ ４ 　 制 御 手 段
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